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※
合
計
所
得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の

合
計
額
に
よ
り
、
負
担
限
度
額
が
異
な
り

ま
す
。

※
転
居
な
ど
で
世
帯
に
何
ら
か
の
異
動
が

あ
り
対
象
に
な
る
人
は
、
年
度
の
途
中
で

も
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

介
護
保
険
特
定
負
担
限
度
額 

▼
内
容　
介
護
保
険
負
担
限
度
額
と
同
じ

▼
対
象　
平
成
12
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
、

高
齢
者
施
策
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
し
て
い
る
人
で
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
６
４
３

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
左
記
の
５
人

が
４
月
１
日
付
で
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識
者
の

中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
、
国
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
・

意
見
・
要
望
な
ど
を
聞
き
、
問
題
の
解
決

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
意
見

を
基
に
行
政
運
営
の
改
善
を
進
め
る
も
の

で
す
。

●
行
政
相
談
委
員（
順
不
同
・
敬
称
略
）

前
島
清
、
神
田
清
二
郎
、
水
野
忠
男
、
大

﨑
純
子
、
松
澤
美
智
子

▼
定
例
相
談
日（
37
ペ
ー
ジ
参
照
）　
毎
月

第
１
火
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
、
市
民
相

談
室（
市
役
所
第
三
別
館
１
階
）

上
尾
丸
山
公
園
写
真
展
の

作
品
募
集自

然
学
習
館　

７
８
０
―１
０
３
０

　

７
２
６
―７
９
０
１

上
尾
丸
山
公
園
管
理
事
務
所　

７
８
１
―０
１
６
３

　

７
８
１
―０
１
７
９

▼
と
き　
７
月
６
日（
土
）～
19
日（
金
）

▼
と
こ
ろ　
自
然
学
習
館
展
示
ロ
ビ
ー　

▼
募
集
作
品　
上
尾
丸
山
公
園
で
撮
影
し

た
写
真（
風
景
・
動
植
物
・
人
物
な
ど
素

材
は
問
わ
な
い
。
プ
リ
ン
ト
で
Ａ
４
サ
イ

ズ
以
下
、
１
人
２
点
ま
で
）

▼
注
意
事
項　
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た

未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
、
作
品
の
返
却

を
希
望
す
る
と
き
は
３
カ
月
以
内
に
引
き

取
り
に
来
る
こ
と
、
肖
像
権
は
応
募
者
が

了
解
を
得
る
こ
と　

▼
申
し
込
み　

６
月
１
日（
土
）～
30
日

（
日
）に
直
接
、
自
然
学
習
館
か
上
尾
丸
山

公
園
管
理
事
務
所
へ

上
尾
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
安
全
課　

７
７
５
―５
１
３
８

　

７
７
５
―９
９
２
７

　
上
尾
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
発
足
す
る
た
め
、
市
民
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、

市
内
事
業
者
、
市
内
団
体
、
公
募
市
民
、

行
政
か
ら
構
成
さ
れ
、
市
の
公
共
交
通
の

指
針
に
な
る﹁
上
尾
市
総
合
交
通
基
本
計

画
﹂を
策
定
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
２
人
以
内

▼
任
期　
委
嘱
日
か
ら
上
尾
市
総
合
交
通

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で（
平
成
26

年
３
月
を
予
定
）

▼
会
議　
７
月
～
平
成
26
年
３
月
ま
で
の

間
で
４
回
程
度（
平
日
の
昼
間
）を
予
定　

▼
対
象　

市
内
に
在
住
の
満
20
歳
以
上

で
、
公
共
交
通
に
関
心
が
あ
り
、
継
続
し

て
会
議
に
出
席
で
き
る
人（
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
を
除
く
）

▼
応
募
方
法　

指
定
の
応
募
用
紙（
市
民

安
全
課〈
市
役
所
４
階
〉に
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
小
論
文（
６
０
０
～
８

０
０
字
・
題
目﹁
今
後
の
上
尾
市
の
公
共

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
﹂）を
添
え
て
、

６
月
28
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
直
接
か
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
市
民
安
全
課（
〒
３

６
２-

８
５
０
１
本
町
３-

１-

１
・

s208000@
city.ageo.lg.jp

）へ

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
な
ど

の
申
請
を高

齢
介
護
課　

７
７
５
―６
４
７
３

　

７
７
６
―８
８
７
２

　
介
護
保
険
負
担
限
度
額
、
特
定
負
担
限

度
額
の
認
定
の
有
効
期
限
は
、
６
月
30
日

（
日
）で
す
。
引
き
続
き
認
定
を
希
望
す
る

人
は
、
更
新
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
７
月
～
平
成
25
年
５
月
に
限
度

額
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
６
月
上

旬
に
案
内
通
知
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
認
定
は
、
平
成
25
年
度
の

課
税
状
況
な
ど
に
基
づ
い
た
審
査
を
行
う

た
め
、
認
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

新
た
に
申
請
す
る
人
は
申
請
書（
高
齢
介
護

課〈
市
役
所
２
階
③
番
窓
口
〉に
あ
る
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
高
齢
介
護
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
日
を
含
む
月
の
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。６
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

７
月
中
に
認
定
結
果
と
認
定
証
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。

 

介
護
保
険
負
担
限
度
額 

▼
内
容　
本
来
、
全
額
自
己
負
担
す
る
介

護
保
険
施
設
入
所
と
短
期
入
所
の
食
費
と

居
住
費
の
う
ち
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
限

度
額
ま
で
を
自
己
負
担
と
し
、
基
準
費
用

額
と
の
差
額
が
介
護
保
険
か
ら
事
業
者
へ

給
付
さ
れ
る
制
度

▼
対
象　
本
人
と
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
人

【おわびと訂正】﹃広報あげお﹄₅月号₇ページ﹁予防接種が変わりました﹂の表中、₄月₁日から変更した日本脳炎（特例対象者）の予防接種対
象者に誤りがありました。おわびして訂正します。誤：平成₇年₄月₁日生まれ→正：平成₇年₄月₂日生まれ
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　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　春の終わりを告げる梅雨入りのニュースが気になる
季節を迎えましたが、いかがお過ごしでしょうか。
　﹁５９１円﹂――この金額が何の数字か分かりますか？
これは農林中央金庫がアンケート調査した、首都圏の
父親が昼食に掛ける１食当たりの平均金額です。
　₅月号の市長キラリ☆通心で﹁母の日﹂の話を書きま
したが、いよいよ₆月16日（日）は﹁父の日﹂です。最近
は﹁イクメン﹂という言葉も浸透し、多くのお父さんが
積極的に育児に参加しながら平均５９１円の昼食で家計
を気遣い、家族のために一生懸命働いています。
　﹁父の日﹂はアメリカで生まれ、ワシントン州に住む
女性が₆人の子どもを男手一つで育ててくれた父への
感謝を込め、１９０９年に﹁父の日﹂の制定を提唱したこと
が由来とされています。やがてこの父親に感謝する日
は海を越え、今では世界中に広がりました。﹁母の日﹂

にはカーネーションを贈りますが、﹁父の日﹂はバラを
贈るそうで、健在している父親には赤いバラを贈り、
亡くなった父親の墓前には白いバラを供えるのが一般
的とされています。ちなみに赤いバラの花言葉は﹁愛
情﹂、白いバラの花言葉は﹁尊敬﹂ですが、男性はなか
なか花をもらうことがないので少し照れくさいかもし
れません。
　﹁父の恩は山よりも高く、母の愛は海よりも深し﹂と
いう昔からの言葉があります。この言葉の父と母は時
として入れ替わり、大きな愛情で子どもを見守ってい
ます。記憶にある人も多いと思いますが、今年₃月に
北海道で起こった暴風雪で、湧

ゆう
別
べつ

町の漁師岡田幹男さ
んは、凍える吹雪の中、愛娘である夏

なつ
音
ね

さんを抱きし
めながら、童謡の﹁さっちゃん﹂の歌詞を﹁なっちゃ
んはね…﹂と替え歌にして励まし続け、その命を守り
ました。自らの命を落としてもわが子を守り抜くその
愛は、まさに山よりも高く、海よりも深いものである
と強く感じます。
　₁年にたった₁日しかない﹁父の日﹂。３６５日もらっ
ている愛情にお返しをするには少し足りないかもしれ
ませんが、ぜひバラの花に“感謝”というリボンを添え
て、大好きなお父さんに贈ってあげてください。もし
かしたら普段は厳しい“父の目にも涙”が見られるかも
しれませんよ。

山よりも高く、海よりも深し
市長　島 村　　穰　

あげお花火大会の
協賛者を募集

８月３日（土）開催

⇨上尾市観光協会（ ７７５－５９１７・ ７７５－５０２４）

　市観光協会では、次のとおり﹁あげお花火大
会﹂を開催します。
▶とき　₈月₃日（土）午後₇時～（雨天の場合
は₈月10日〈土〉）
▶ところ　平方地区の荒川河川敷（開平橋から
リバーサイドフェニックスゴルフ場まで）
●協賛者募集　
　各企業や団体他、市民の皆さんにも協賛をお
願いしています。﹁誕生（出産）、入学（園）、卒
業（園）、合格、成人、入社、結婚、新築、会社
設立、定年﹂などを記念した花火の申し込みを
受け付けます。協賛者（事業所）名は、花火大会
宣伝リーフレットに掲載し新聞折り込みでお知
らせする他、花火大会会場で紹介します。また
花火大会会場の協賛者席へ招待します。

　申し込みと協賛金
振り込みは₆月21日
（金）までです。
　花火の種類と金額
（₁発当たり）は下表
のとおりです。
　詳しくは上尾市観
光協会に問い合わせ
てください。

●花火の金額
種　類 単　価
₃号玉 　5,000 円
₄号玉 10,000 円
₅号玉 15,000 円
₇号玉 30,000 円
10 号玉 60,000 円

10 号玉（₂発） 100,000 円
スターマイン 300,000 円
大スターマイン 600,000 円
特大スターマイン 1,000,000 円
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　毎年₆月と12月の₂回、家庭の家計簿に当たる財政
事情（収支状況）を公表しています。
　これは、皆さんが納めた貴重な税金や国・県からの
お金がどのように使われているのかをお知らせし、市
政への理解を深めていただくものです。今号では、平
成24年度下半期（平成24年10月₁日～25年₃月31日）の

各会計の収支状況をお知らせします（平成25年₃月31
日現在　単位：億円）。
　一般会計と特別会計は、₄月₁日から₅月31日まで
の出納整理期間も収入・支出があるので、その分を含
めた平成24年度決算は﹃広報あげお﹄12月号に掲載しま
す。

●平成２4年度下半期●

市の収支状況
■一般会計・特別会計
　⇨財　政　課（ ７７５－４２４７ ・ ７７６－８８７３）
■水道事業会計
　⇨水道部総務課（ ７７５－５１６０ ・ ７７５－９０４１）

■会計別　収支状況
会計名 予算額 収入済額 収入率（％）支出済額 執行率（％）
一般会計 610.3 569.0 93.2 542.5 88.9 
国民健康保険 233.1 208.1 89.3 221.6 95.1 
介護保険 116.4 109.6 94.2 97.3 83.6 

公共下水道事業 50.8 36.6 72.0 39.9 78.5 
後期高齢者医療 18.8 18.6 98.9 17.7 94.1 
工業住宅団地開発事業 0.1 0.1 100.0 0.1 100.0 
合計 1,029.5 942.0 91.5 919.1 89.3 

■水道事業会計収支
予算額 収入・支出済額

収益的収入 42.3 43.7
収益的支出 38.7 36.5
資本的収入 2.7 3.1
資本的支出 18.1 15.7

※給水戸数は₉万５８２戸、給水人口は２２万６，８８５人 ( 普及率
９９．７％ ) です。
※収益的収支とは、水道水をつくり皆さんの家庭に供給
するなど、営業面の収支です。資本的収支とは、配水管の
布設など施設の建設・改良事業面の収支です。

■一般会計の収支状況明細
　●歳入

市税…市民の皆さんや法人が市に納める税金
国庫支出金…国と市が協同で行う事務・事業に一定の割合で交付
されるもの
市債…道路や学校などの整備を行うために銀行などから借りるお金
地方交付税…一定水準の行政サービスを提供するため、国から交
付されるお金（国が地方に代わって徴収する地方税）
県支出金…県と市が協同で行う事務・事業に一定の割合で交付さ
れるもの
繰越金…前年度の会計から持ち越されたお金
地方消費税交付金…消費税のうち一定割合（₅㌫のうち０．５㌫分）
が人口などに応じて全国の市町村に交付されるもの
諸収入…市の預金利子や貸付金の元金収入など、他の収入には含
まれないお金
使用料及び手数料…施設の使用料や住民票などを取得する時にか
かる手数料
地方譲与税…国税として徴収される自動車重量税などのうち、市
に譲与されるもの

民生費…保育所の運営、高齢者や障害のある人へのサービス提供
などの費用
総務費…選挙、戸籍、徴税、庁舎管理などの費用
土木費…道路、河川、公園の整備・管理、都市整備などの費用
公債費…借り入れたお金の返済などの費用
教育費…学校、図書館、公民館などの管理・運営、文化・スポー
ツ振興の費用
衛生費…ごみ・し尿の処理、環境対策、健康推進などの費用
消防費…消防施設の整備や救急活動、災害対策などの費用
議会費…議会運営などの費用
商工費…商工業の振興などの費用
農林水産業費…農林水産業の振興などの費用

　●歳出

0 50 100 150 200 250 300 350

市税

国庫支出金

市債

地方交付税

県支出金

繰越金

地方消費税交付金

諸収入

使用料及び手数料

地方譲与税

その他

297.1
297.2
（99.9％）85.5

95.5（89.5％）
52.5
78.5（66.9％）

31.7
28.9（109.7％）
26.8
36.2（74.0％）

17.9
17.9（100％）
17.3
16.2（106.8％）
14.0
14.3（97.9％）
7.6
7.7（98.7％）
4.3
4.3（100％）
14.3
13.6（105.1％）

　 3月末収入済額
　 予算額
（　）執行率

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

衛生費

消防費

議会費

商工費

農林水産業費
予備費

209.7
219.5
（95.5％）77.5

84.1（92.2％）
67.4
72.5（93.0％）

61.0
65.8（92.7％）
52.6
78.4（67.1％）

41.3
55.3（74.7％）

22.8
23.8（95.8％）

4.4
4.5（97.8％）
4.2
4.5（93.3％）
1.6
1.7
0.2

（94.1％）
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め
ま
せ
ん
。
今
か
ら
節
電
に
向
け
た
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は

﹃
広
報
あ
げ
お
﹄７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
ず
は
照
明
や
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ

チ
を
小
ま
め
に
消
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
な
お
市
で
は
、
節
電
対
策
の
一

環
で
公
共
施
設
の
一
部
消
灯
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
環
境
政
策
課（
市
役
所
４
階
）に﹁
エ
コ

ラ
イ
フ
﹂に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６月は環境推進月間

⇨環境政策課　 ７７５－６９２5
７７５－９９２７

地球にやさしい
“エコライフ”の
実践を

　
異
常
気
象
や
海
水
面
の
上
昇
な
ど
地
球

温
暖
化
の
影
響
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

Ｃ
Ｏ２
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
６
月
は
環
境
推
進
月
間
で
す
。
私
た
ち

の
生
活
の
中
で
余
分
な
消
費
を
抑
え
、
無

駄
の
無
い
生
活“
エ
コ
ラ
イ
フ
”を
送
る
こ

と
で
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
Ｃ
Ｏ２
の
排

出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
家
庭
用
電
気
製
品
を
買
い
替
え
る
時

は
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
表
示
が
あ
る
物
な

ど
消
費
電
力
の
小
さ
な
物
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
一
人
一
人
の
取
り
組
み
で
、
美
し
い

地
球
環
境
を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

 

５
～
10
月
に
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
冷
房
時
の
室
温
を
28
度
に
保
ち
、
す
だ

れ
や
カ
ー
テ
ン
で
日
射
を
防
い
だ
り
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
涼

し
く
過
ご
す
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
本
庁
舎
と
各
出
先
機
関
で
、
室
内

の
冷
房
温
度
を
28
度
に
設
定
し
、
５
～
10

月
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
の
軽
装

で
執
務
す
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま

す
。

 

夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄデ

イ
Ａ
Ｙ

　
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
、
決
め
ら
れ
た

一
日
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
の
市
町
村
と
共

同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
、
簡
単
な

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
定
め
ら
れ
た
取
り
組
み
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
削
減
し
た
Ｃ
Ｏ２
を
発
表
す

る
も
の
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
市

役
所
、
各
支
所
・
出
張
所
な
ど
に
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
な
れ
た
日
常
生
活
。

電
気
を
消
す
こ
と
で
、
い
か
に
照
明
を
使

用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地
球
温
暖
化

問
題
を
考
え
る
た
め
の﹁
Ｃ
Ｏ２
削
減
／
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
３
﹂

を
６
月
21
日（
金
）～
７
月
７
日（
日
）に
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
６
月
21
日
の
夏
至
の
日
と
７
月
７

日
の
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
イ
の
両
日
は
一
斉

消
灯
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
午
後
８
～
10
時

の
２
時
間
程
度
、
看
板
な
ど
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
施
設
、
事
業
所
、
家
庭
な
ど
で
の

消
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.challenge25.

go.jp/

）を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
省
地

球
環
境
局
地
球
温
暖
化
対
策
課
国
民
生
活

対
策
室（

０３-

５
５
２
１-

８
３
４
１
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

夏
の
節
電

　
今
年
の
夏
も
電
力
事
情
の
好
転
は
見
込

保留地公売　全10区画
⇨小泉土地区画整理組合（ 781－9551・ ７２５－８４９２）

　小泉土地区画整理組合では、保留地の公売を行います。
　保留地公売案内書は、区画整理課（市役所₅階）と同区画整理組合事
務所（小泉84－１）で配布しています。
　保留地は購入後、直ちに使用できます。詳しくは、組合事務所へ直
接問い合わせてください。
▶ところ　小泉土地区画整理組合事務所（小泉84－１）
▶対象　個人
▶抽選申し込み　₆月２４日（月）～₇月₃日（水）午前10時～午後₄時 
　※土・日曜日も受け付けます。
▶抽選会　₇月₇日（日）午前10時～（午前₉時30分～10時受け付け）

№ 面積
（平方㍍）

単価
（円／平方㍍）

総額
( 円 )

１ 151.10 122,000 18,434,200
₂ 152.35 104,000 15,844,400
₃ 151.94 107,000 16,257,580
₄ 151.73 109,000 16,538,570
₅ 151.62 111,000 16,829,820
₆ 151.16 127,000 19,197,320
₇ 152.20 135,000 20,547,000
₈ 151.78 121,000 18,365,380
₉ 151.61 121,000 18,344,810
10 151.69 121,000 18,354,490
※市ホームページにも詳細を掲載しています。

大石小

浅間台
大公園

西中
鴨川

Ｊ
Ｒ
高
崎
線

上
尾
駅

↑
桶
川

三井住宅前

西小

看板

上尾市小泉土地区画
整理組合事務所

富士見小

昌福寺

N



8

　
市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
市
政
の
発
展
を
目

的
に
情
報
公
開
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
し
、
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
す
る
た
め
個

人
情
報
保
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
平
成
24
年
度
実
施
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度

　
情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
保
有
し
て
い

る
行
政
文
書
を
請
求
ま
た
は
申
出
に
基
づ

い
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
行
政
文
書
は
、
市
職
員
が

職
務
上
で
作
成
し
、
ま
た
は
取
得
し
た
文

書
で
、
図
面
、
写
真
、
磁
気
テ
ー
プ
、
磁

気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
公
開

の
請
求
ま
た
は
申
出
を
受
け
た
行
政
文
書

は
、
原
則
と
し
て
全
て
を
公
開
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
個
人
が
識

別
さ
れ
る
個
人
情
報
や
法
令
な
ど
の
規
定

に
よ
り
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報

な
ど
が
含
ま
れ
る
行
政
文
書
は
、
非
公
開

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
請
求
ま
た
は
申
出
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
１
階
）ま
た
は
各
担
当
課

で
、
所
定
の
用
紙
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

市
は
請
求
ま
た
は
申
出
が
あ
っ
た
日
か
ら

15
日
以
内
に
公
開･

非
公
開
の
決
定
を

し
、
請
求
者
ま
た
は
申
出
人
に
文
書
で
公

開
の
日
時
を
、
非
公
開
の
場
合
は
そ
の
理

由
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
請
求
し
た
人
が
、
非
公
開
ま
た
は
部
分

公
開
と
し
た
決
定
に
納
得
で
き
な
い
場
合

に
は
、
不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
弁
護
士

な
ど
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
審
査
会
に

内
容
の
調
査･

審
議
を
諮
問
し
、
そ
の
答

申
に
基
づ
い
て
あ
ら
た
め
て
決
定
し
ま

す
。

　
平
成
24
年
度
の
公
開
の
請
求
・
申
出
の

受
付
件
数
は
、
71
件
で
し
た（
前
年
度
か

情 報 公 開 制 度・
個人情報保護制度

平成2４年度の実施状況
⇨庶務課（ ７７５－４９８９ ・ ７７５－９８１９）

実施機関 受け付
け区分

受付件数 平成24年度処理件数
平成25年₃
月31日現在
未処理件数

平成24年度
受付件数（前年
度からの繰り
越し分を含む）

公 開 部分公開 非公開 取り下げ 計

市　 長
請 求 7 2 4 0 0 6 1
申 出 37 7 27 1 0 35 2
合 計 44 9 31 1 0 41 3

教育委員会
請 求 21 6 5 10 0 21 0
申 出 3 0 3 0 0 3 0
合 計 24 6 8 10 0 24 0

消 防 長
請 求 1 1 0 0 0 1 0
申 出 1 0 1 0 0 1 0
合 計 2 1 1 0 0 2 0

議 会
請 求 1 1 0 0 0 1 0
申 出 0 0 0 0 0 0 0
合 計 1 1 0 0 0 1 0

合　 計
請 求 30 10 9 10 0 29 1
申 出 41 7 31 1 0 39 2
合 計 71 17 40 11 0 68 3

※﹁請求﹂とは市内に在住か在勤または在学の人などが、平成12年₄月1日以後に実施
機関が作成または取得した行政文書の公開を求めることをいい、﹁申出﹂とは請求権の
ない人が行政文書の公開を求めること、または平成12年₄月₁日前の行政文書の公開
を求めることをいいます。
※他の実施機関は実績がありません。

実施機関

受付件数 平成2４年度処理件数
平成25年₃
月31日現在
未処理件数

平成24年度
受付件数

（前年度からの繰り
越し分を含む）　　

開 示  部分開示 不開示 不存在 取り下げ 計

市　長 17 9 7 0 1 0 17 0
消防長 3 0 1 2 0 0 3 0
合　計 20 9 8 2 1 0 20 0

※他の実施機関は実績がありません。

区　分 公　開 原則公開であるが、審議事項によっては非公開 非公開

開催件数 10９ 12 183
傍聴人数 ７ 1 ―
※非公開の会議の開催件数183件中176件は、上尾市介護認定審査会の会議の開催件数
です。

【表₁】行政文書の公開の実施状況

【表₂】個人情報の開示などの実施状況

【表₃】会議の公開の運用状況
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ら
の
繰
り
越
し
分
を
含
む
）。
実
施
状
況

は
８
ペ
ー
ジ
表
1
の
と
お
り
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
を
保
護
す
る
措
置
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
自
分
の
個
人
情
報
の
開

示
・
訂
正
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

　
収
集
す
る
個
人
情
報
は
事
務
を
行
う
に

当
た
っ
て
必
要
な
範
囲
内
の
個
人
情
報
で

す
。
思
想
・
信
条
な
ど
内
心
の
自
由
に
つ

い
て
の
個
人
情
報
や
社
会
的
差
別
の
原
因

と
な
る
恐
れ
の
あ
る
個
人
情
報
は
、
原
則

と
し
て
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
24
年
度
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

の
受
付
件
数
は
20
件
で
、
個
人
情
報
の
訂

正
な
ど
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
施
状
況
は
８
ペ
ー
ジ
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
会
議
公
開
制
度

　
会
議
公
開
制
度
は
、
市
が
設
置
す
る
各

種
の
審
議
会
・
委
員
会
・
協
議
会
な
ど
の

会
議
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る
も
の
で

す
。﹁
会
議
開
催
の
お
知
ら
せ
﹂を
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
と
各
支
所
・
出
張
所
に
掲
示

し
ま
す
。
傍
聴
希
望
の
人
は
会
議
の
当

日
、
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
平

成
24
年
度
の
運
用
状
況
は
８
ペ
ー
ジ
表
３

の
と
お
り
で
す
。

井
戸
水
や
雨
水
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
人
へ

下
水
道
課　

７
７
５
―９
３
０
２

　

７
７
５
―９
９
０
６

　

生
活
に
水
道
水
以
外
の
水（
井
戸
水
や

雨
水
な
ど
）を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
分
も
下
水
道
施
設
で
処
理
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
使
用
料
は
水
道
水
以
外
の
水

を
利
用
し
て
い
る
人
数
に
応
じ
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
井
戸
水
な
ど
を
利
用
す
る
事
業
者
、
雨

水
を
貯
留
し
て
ト
イ
レ
な
ど
に
利
用
す
る

人
や
次
の
よ
う
な
人
は
、
下
水
道
課（
市

役
所
６
階
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
井
戸
を
新
し
く
掘
っ
た
と
き（
家
の
新

築
で
は
通
常
、
下
水
道
排
水
設
備
業
者
が

届
け
出
を
し
ま
す
）

●
井
戸
を
使
わ
な
く
な
っ
た
と
き

●
誕
生
や
死
亡
、
引
越
な
ど
で
利
用
人
数

が
変
わ
っ
た
と
き

　
ま
た
水
道
水
以
外
の
水
を
公
共
下
水
道

へ
流
す
場
合
は
、
下
水
道
課
に
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

費
用
を
補
助

建
築
指
導
課　

７
７
５
―８
４
９
０

　

７
７
５
―９
８
７
２

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断

▼
対
象
建
築
物　
次
の
①
～
④
全
て
に
該

当
し
て
い
る
こ
と
／
①
当
該
住
宅
に
居
住

し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
②
当
該
住
宅

を
本
人
ま
た
は
そ
の
２
親
等
以
内
の
親
族

が
所
有
し
て
い
る
③
在
来
軸
組
工
法
ま
た

は
枠
組
壁
工
法
の
２
階
建
て
以
下
④
診
断

は
建
築
士
事
務
所
登
録
の
事
務
所
ま
た
は

建
設
業
の
許
可
業
者
に
所
属
す
る
建
築
士

が
実
施

▼
補
助
の
金
額　
耐
震
診
断
に
要
し
た
費

用
の
２
分
の
１
の
額（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）。
た
だ
し
上
限
３
万
円
ま
で

■
耐
震
改
修

▼
対
象
建
築
物　
次
の
①
～
⑤
全
て
に
該

当
し
て
い
る
こ
と
／
①
当
該
住
宅
に
居
住

ま
た
は
居
住
を
予
定
し
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
②
在
来
軸
組
構
造
ま
た
は
枠
組
壁

工
法
の
２
階
建
て
以
下
③
耐
震
診
断
の
結

果
、
地
震
に
対
し
て
安
全
な
構
造
で
な
い

と
判
定
さ
れ
た
も
の
④
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
耐
震
改
修
で
あ
る

⑤
改
修
設
計
は
建
築
士
事
務
所
登
録
の
事

務
所
ま
た
は
建
設
業
の
許
可
業
者
に
所
属

す
る
建
築
士
が
実
施
し
、
改
修
工
事
は
建

設
業
の
許
可
業
者
が
行
う

▼
補
助
の
金
額　
耐
震
改
修
に
要
し
た
費

用（
住
宅
の
床
面
積
１
平
方
㍍
に
つ
き
３

２
、６
０
０
円
を
限
度
）に
23
㌫
を
乗
じ
た

額
。
た
だ
し
上
限
40
万
円
ま
で

※
い
ず
れ
の
補
助
金
に
も
交
付
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
診
断
や
工
事
の
契
約
を

行
う
前
に
補
助
申
請
を
行
い
、
交
付
決
定

後
に
契
約
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

こ
ど
も
支
援
課　

７
７
５
―５
１
２
０

　

７
７
４
―５
３
４
２

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎

年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
６
月
１
日
現
在
の
状
況（
児
童

の
養
育
状
況
、
所
得
、
加
入
し
て
い
る
年

金
の
種
別
）を
確
認
し
、
引
き
続
き
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
該
当
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
現
況
届
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
上
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間　

６
月
１
日（
土
）～
29
日

（
土
）

▼
提
出
書
類　
現
況
届
に
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付

▼
提
出
方
法　
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
利

用
し
て
郵
送
で
こ
ど
も
支
援
課（
〒
３
６
２

―８
５
０
１
本
町
３
―１
―１
）へ　
※
窓
口

で
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
ど
も
支
援
課（
市

役
所
２
階
⑤
番
窓

口
）か
各
支
所
・
出

張
所
へ

ア
ッ
ピ
ー
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◆特に注意が必要な人◆
乳幼児
　水を小まめに飲ませ、服装にも気を配るようにする
など、日頃から様子を十分観察しましょう。
　また車内や閉め切った部屋の中など、気温が上がり
やすい場所では一人にしないようにしてください。
高齢者
　体温調節機能の低下により、熱中症の危険が高いと
されています。喉が渇かなくても水分補給をするよう
に心掛けましょう。入浴や睡眠の前後に水分を取るこ
とをお勧めします。

熱
中
症
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

健
康
推
進
課　

７
７
４
―１
４
１
１

　

７
７
６
―７
３
５
５

　
昨
年
市
で
は
、
熱
中
症
の
重
症
者
や
死

亡
者
を
出
す
こ
と
な
く
猛
暑
を
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏
も
元
気

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
熱
中
症
対

策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

 

熱
中
症
と
は
？ 

　
人
間
の
体
は
、
蒸
し
暑
い
環
境
に
長
く

い
た
り
、
運
動
な
ど
を
し
た
り
す
る
と
、

汗
を
か
い
て
体
内
に
た
ま
っ
た
熱
を
発
散

し
ま
す
。
こ
の
時
に
水
分
や
塩
分
を
補
給

し
な
い
ま
ま
汗
を
か
き
続
け
る
と
、
脱
水

症
状
や
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
分
）不
足
に
よ
る

障
害
が
起
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
温
調

節
が
で
き
な
く
な
っ
て
起
こ
る
身
体
の
異

常
を
総
称
し
て﹁
熱
中
症
﹂と
呼
び
ま
す
。

 

な
ぜ
早
め
の
対
策
が
必
要
な
の
？ 

　
昨
年
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
６

月
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
は
全
搬
送
者
の

う
ち
約
４
㌫
で
し
た
。
一
昨
年
と
比
べ
数

は
減
っ
た
も
の
の
、
同
じ
気
温
で
比
較
し

て
も
、
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
普
段
か
ら
運
動
を
し
て
、
体
温
の
上
昇

に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
夏
本

番
を
迎
え
る
前
に
、
適
度
に
汗
を
か
く
習

慣
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 
熱
中
症
の
予
防
対
策 

①
水
分
を
よ
く
取
り
ま
し
ょ
う

　
屋
外
・
屋
内
を
問
わ
ず
、
水
分
を
小
ま

め
に
取
る
こ
と
は
熱
中
症
対
策
の
基
本
で

す
。
普
段
の
水
分
補
給
は
水
や
お
茶
で
構

い
ま
せ
ん
が
、
汗
を
大
量
に
か
い
た
時
に

は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

②
暑
さ
対
策
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

●
活
動
す
る
時
の
工
夫

　
運
動
や
屋
外
で
作
業
を
す
る
時
は
、
休

憩
を
小
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
熱
を
逃

が
し
や
す
い
素
材
や
白
っ
ぽ
い
色
の
服
を

着
用
し
、
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

●
体
力
低
下
の
予
防

　
体
調
を
整
え
、
体
力
を
維
持
す
る
こ
と

も
暑
さ
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。
十
分
な

休
養
を
取
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ア
ル
コ
ー

ル
は
脱
水
症
状
を
進
め
る
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
や
野
外
活
動
の
際
に
飲
む
こ
と
は
危
険

で
す
。
二
日
酔
い
の
時
も
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他
の
暑
さ
対
策

・
家
の
中
の
風
通
し
を
良
く
す
る

・
扇
子
や
う
ち
わ
を
使
用
す
る

・
す
だ
れ
や
よ
し
ず
を
使
っ
て
日
陰
を
作

る・
ゴ
ー
ヤ
な
ど
を
栽
培
し
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
作
る

・
保
冷
剤
で
首
や
脇
の
下
を
冷
や
す

・
風
呂
の
残
り
湯
な
ど
で
打
ち
水
を
す
る

③
エ
ア
コ
ン
は
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
今
年
も
節
電
を
考
え
て
、
エ
ア
コ
ン
を

使
う
と
き
は
室
温
を
28
度
に
保
つ
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
室
内
の
湿
度
が
70

㌫
を
超
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
温
度
湿
度
計
な
ど
を
用
い
て
、
正
し

く
室
内
環
境
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
24
年
版﹃
統
計
あ
げ
お
﹄を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

庶
務
課　

７
７
５
―４
９
８
９

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
平
成
24
年
版﹃
統
計
あ
げ
お
﹄は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
統
計
調

査（
国
勢
調
査
、
経
済
セ
ン
サ
ス
、
工
業

統
計
調
査
な
ど
）の
結
果
の
他
、
人
口
、

自
然
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
、
行
財
政
の

統
計
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

冊
子
版
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
１
階
）、
図
書
館
本
館
・
分
館
、
公
民

館
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

熱中症の症状と対処法
　熱中症の症状には次のようなものがありま
す（下図参照）。軽い症状でも急に重症化し、
命に関わることもあるので注意が必要です。
体調がすぐれない場合は、早めに医療機関で
受診してください。
　また意識がない、反応がないという人を見
つけたときは、すぐに救急車を呼んでくださ
い。

重症度 症　状 　対　処　法

軽
　
症

めまい、立
ちくらみ、
脚の筋肉が
つる

　　　　　

中
等
症

頭痛、吐き
気、嘔吐、
だるさ

重
　
症

ふらふらす
る、立てな
い、意識障
害、けいれ
ん

涼しい環境

体を冷やす

水分・塩分の補給

腕は伸ばしてもよい

横向きで
安静に

衣服を緩める 首筋、脇
の下、足
の付け根
を冷やす

救急車を呼ぶ

体をしっかり冷やす

できるなら水分・塩分の補給
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上 尾 地 区
事務区名 氏　　　名
緑 丘 武　藤　昭　夫
緑丘五丁目 山　㟢　武　則
上 町 田　澤　信　八
宮 本 町 小　林　　仁
仲町一丁目 小田川　　晃　
仲町二丁目 廿　浦　　章　
愛宕一丁目 石　川　準　一
愛宕二丁目 宮　本　利　章
愛宕三丁目 松　本　　豊　
栄 町 新　木　利　明
日 の 出 鈴　木　　勝　
東 町 髙　山　國　男
陣 屋 太　田　崇　雄
二ツ宮一区 菊　池　紀　夫
二ツ宮二区 金　子　範　義
向 原 石曽根　福　吉
本町一・二丁目 戸　枝　伸　之
本町三・四丁目 齋　藤　　滿　
本町五・六丁目 池　田　　優　
春 日 岡　野　雄　二
柏座一丁目 朽　木　　智　
柏座二丁目 　村　利　幸
柏座三丁目 山　本　俊　男
柏座四丁目 刀　根　正　克
谷津一丁目 内　田　昭　司
谷津二丁目 金　子　銀　司
富 士 見 平　田　秀　明
富士見団地 田　中　伸　幸
原 新 町 上　田　敏　雄
根貝戸団地 篠　原　紀　元
上尾東団地 國　本　　博　

ソフィア上尾 　 　　征　裕
パーク上尾 岩　井　浩　資
レック上尾 栗　山　　功
フィーリア上尾 宮　内　　誠
平 方 地 区
事務区名 氏　　　名
南 今　川　修　一

下 宿 大　竹　英　明
上 宿 濵　野　秀　彥
新 田 関　根　　正
上 野 坂　上　富　男
平方領々家 寺　山　榮　一
上 野 本 郷 　堤　　紀　夫
西 貝 塚 栗　原　和　夫
丸 山 団 地 近　藤　　愛
原 市 地 区
事務区名 氏　　　名
第 一 区 　賀　康　三
第 二 区 宮　㟢　年　三
第 三 区 石　川　　進
第 四 区 黒　須　　明
第 五 区 髙津戸　久　男
第 六 区 岩　瀨　熊　雄
第 七 区 本　田　耕　作
第 八 区 黒　須　　実
第 九 区 下　里　良　男
第 十 区 谷田貝　麻　吉
柳通り北区 名　取　邦　光
大 石 地 区
事務区名 氏　　　名
小 泉 成　田　光　和
下 芝 矢　部　正　俊
中 分 岸　井　英　男

藤 波 岡　野　光　髙
井 戸 木 清　水　　勇
中 妻 大　澤　　勇
浅 間 台 西　脇　正　典
弁 財 田　中　　崇
小敷谷東部 吉　澤　　茂
小敷谷西部 原　田　嘉　明
畔 吉 東 部 髙　槗　政　信
畔 吉 前 原 池　田　茂　夫
畔 吉 新 田 大井川　健　一
畔 吉 雲 雀 関　根　正　三
領 家 東 部 藤　波　春　生
領 家 西 部 小　山　　愽
三 井 今　屋　幸　男
サニータウン 有　我　尚　子
泉 台 北　村　千代樹
上 平 地 区
事務区名 氏　　　名
町 谷 坂　牛　文　子
宮 の 下 齋　藤　保　子
上 郷 植　田　幸　一
箕 の 木 湯　本　　忠
上 新 梨 子 川　田　廣　雄
久 保 鈴　木　　博
西 門 前 木　原　鐡　夫
南 須　田　　修

南 新 梨 子 鴨　田　保　雄
下 組 　稲　　和　男
北 中 地 長　島　　功
新 田 　畑　　　茂
上 組 岡　田　悦　一
須 ケ 谷 野　本　敬　二
上 平 塚 山　田　　豊

中 平 塚 齋　藤　安　司
下 平 塚 島　村　　勇
平 塚 団 地 柳　橋　節　男
上尾第一団地 田　中　文　男
シラコバト団地 宮　下　　東
錦 町 小　牧　　隆
大 谷 地 区
事務区名 氏　　　名
地 頭 方 嶋　田　和　司
壱 丁 目 水　村　一　夫
今 泉 後　藤　雅　光
東 今 泉 原　島　幸　夫
向 山 志　村　洋　一
大 谷 本 郷 松　本　　司
堤 崎 髙　橋　正　直
中 新 井 石　井　正　彦
戸 崎 長　澤　秀　明
西宮下一区 川　端　晴　三
西宮下二区 江　口　　昭
川 石　井　敬　輔

戸 崎 団 地 向　井　和　夫
原 市 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
原 市 団 地 新　保　　勉
尾 山 台 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
尾山台団地 尾　上　道　雄
西 上 尾 第 一 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
西上尾第一団地 鈴　木　照　子
西 上 尾 第 二 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
西上尾第二団地 小　野　　博

平成2５年度
事務区長を紹介します

　区会・町内会・自治会の活動地域を事務区とし、地域の行政
区域に位置付け、事務区長１１２人を委嘱しています。事務区長
は、地域と行政を結ぶ連絡調整の役割を担っています。
　平成25年度事務区長の皆さんは下表のとおりです（敬称略、
太字が各地区区長会長）。

⇨自治振興課（ ７７５－４５３９ ・ ７７５－９８１９）
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ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
ま
す

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー　

７
８
１
―９
１
４
１

　

７
８
１
―９
１
６
６

　
﹃
上
尾
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
﹄（
７
月

１
日
～
平
成
26
年
６
月
30
日
分
）を
住
ん
で

い
る
地
域（
４
地
域
）の
収
集
日
程
に
合
わ

せ
て
作
成
し
、
地
域
ご
と
に
６
月
中
に
配

布
し
ま
す
。

　
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
カ

レ
ン
ダ
ー
の
日
程
に
従
っ
て
ご
み
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

大
人
の
風
し
ん
の
予
防
接
種

費
用
を
助
成

健
康
推
進
課　

７
７
４
―１
４
１
１

　

７
７
６
―７
３
５
５

　
地
域
で
の
風
し
ん
の
流
行
を
防
ぎ
妊
婦

と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
の
緊
急

対
策
と
し
て
、
次
の
と
お
り
大
人
の
風
し

ん
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
期
間　
５
月
１
日
～
平
成
26
年
３

月
31
日（
月
）

▼
対
象　
接
種
日
時
点
で
上
尾
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
人

・
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
19

～
49
歳
の
女
性

・
妊
婦
の
配
偶
者（
胎
児
の
父
）

※
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人
に
限
り
ま
す
。

▼
助
成
額　
３
千
円　
※
差
し
引
い
た
額

を
直
接
医
療
機
関
で
支
払
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
健
康
推
進
課（
春
日
２
―10

―33
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）に
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
、
申
請
書
兼
委
任
状
の
交

付
を
受
け
て
市
内
実
施
医
療
機
関
へ　
※

７
月
１
日（
月
）か
ら
東
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緑
丘
２
―１
―27
、
７
７
４
―１
４
１
４
）

で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
25
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秘
書
室　

７
７
５
―３
８
４
９

　

７
７
５
―９
８
６
１

　
市
内
の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称

略
）。

●
平
成
25
年
春
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

　
竹
田　
尚
之（
地
方
自
治
功
労
）

　
田
中　
文
男（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
）

瑞
宝
小
綬
章

　
秋
吉　
達
夫（
通
産
行
政
事
務
功
労
）

　
村
上　
　
潔（
文
部
行
政
事
務
功
労
）

●
平
成
25
年
春
の
褒
章

緑
綬
褒
章

　
須
藤　
榮
眞（
社
会
奉
仕
活
動
功
績
）

●
第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　
岩
田　
義
三（
警
察
功
労
）

　
松
尾　
征
夫（
警
察
功
労
）

　
丸
川　
國
俊（
警
察
功
労
）

　
山
口　
靖
史（
警
察
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

　
友
光　
幸
雄（
消
防
功
労
）

　
豊
田　
隆
治（
消
防
功
労
）

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
申
告

保
険
年
金
課　

７
７
５
―５
１
３
６

　

７
７
５
―９
８
２
７

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）税
は
、
国
保
加

入
者
の
前
年
中（
平
成
24
年
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）の
所
得
金
額
な
ど
を
基
に
算
定
し

ま
す
。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
を
期
日
ま

で
に
申
告
し
た
人
は
、
そ
の
申
告
内
容
で

算
定
し
ま
す
が
、
申
告
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
、
税
務
署
ま
た
は
市
民
税
課（
市
役
所

２
階
）で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
税
に
は
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯

に
か
か
る
税
額
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
、
軽
減
の
判
定
に
は
世
帯
主
と
加
入
者

全
員
の
前
年
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
税
法
上
申
告
の
必
要
が
な
い
人（
確
定
申

告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
書
な
ど
で
扶
養

者
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者
と
16
歳
以
上
の

人
）も
、
国
保
税
の
所
得
申
告
が
必
要
で

す
。
対
象
者
に
は
申
告
書
を
６
月
上
旬
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
８
番
窓

口
、〒
３
６
２
―８
５
０
１
本
町
３
―１
―１
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
を
す
る
時
期
に
よ
っ
て
は
国
保
税

の
税
額
が
年
度
途
中
で
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

日本年金機構から年金受給者に
年金振込通知書が送付されます

　年金を受給している人には、₆月上旬に日本年金機
構から年金振込通知書が郵送されます。
　年金振込通知書は、金融機関などの口座振り込みで
年金の受け取りをしている年金受給者に、毎年₆月に
１年分の年金支払額などをまとめてお知らせするもの
です。
※年金支払額の金額に変更があったときなどには、
その都度、当月と次回以降の年金支払額などを記載し
た通知書を郵送します。
　年金振込通知書について詳しくは、ねんきんダイヤ
ル（ ０５７０－05－１１６５）または大宮年金事務所（ ６５２－
３３９９）に問い合わせてください。また年金から特別徴
収されている保険料（税）額と個人住民税額について
は、下記担当に問い合わせてください。

●介護保険料
　⇨�高齢介護課保険料担当（ ７７５－５１２７ ・ ７７６－
８８７２）

●国民健康保険税
　⇨�保険年金課国保資格・課税担当（ ７７５－５１３６ ・

７７５－９８２７）
●後期高齢者医療保険料
　⇨�保険年金課高齢者医療担当（ ７７５－５１２５ ・ ７７５
－９８２７）

●個人住民税
　⇨�市民税課住民税担当（ ７７５－５１３１ ・ ７７５－
９８４６）
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高齢者サービス高齢者サービス⇨高齢介護課　 ７７５－５１２４
　　　　　　　 ７７６－８８７２

事　業　名 対　　　象 内　　　容

老人福祉センター
ことぶき荘 60歳以上の人

健康増進とレクリエーションの施設 (無料で入浴ができ
る）
▶開館日　月～金曜日午前₉時30分～午後₄時（敬老の
日を除く祝日と12月28日～₁月₄日は休館）
※詳しくは、直接ことぶき荘（ 776-2265）へ問い合わ
せてください。

いきいきクラブ おおむね60歳以上の人 各単位クラブで生きがい健康づくり、福祉の向上、地域
の見守り活動などを実施

老人だんらんの家 該当事務区内のおおむね60歳以上の人 だんらんの場として地区集会所などを該当事務区が開放

あんしん証
60歳以上の人（申請は本人だけ）
※申請前₆カ月以内に撮影した顔写真₂枚（無帽・正面・無背景・
縦₃×横2.4㌢〈窓口で職員が撮影した物を使用することも可〉）
と健康保険証など本人を証明できる物を用意してください。

顔写真入りの身分証を発行。外出時の緊急連絡カード、
公共施設の料金割引時の本人確認などに利用可能
※金融機関や印鑑登録などの本人確認には利用できま
せん。

緊急通報システム おおむね65歳以上で、日常生活上、常時注意を要する人
緊急通報機の貸与
▶機器使用料　月額1,260円（所得税非課税世帯は無料）
▶通話料　自己負担

福祉電話 自宅に電話がなく携帯電話もないおおむね65歳以上の人で、所得
税非課税世帯

福祉電話の貸与
※毎月の自己負担があります。

日常生活用具の
給付

おおむね65歳以上の在宅の寝たきり、または一人暮らしで、世帯
を構成する全員が住民税非課税の人

防災の配慮が必要か調査の上、給付。給付内容ごとの基
準額を超えた場合は、自己負担あり
▶品目　火災警報機、自動消火器、電磁調理器

徘徊高齢者等
探索サービス

おおむね65歳以上の在宅の徘
はい
徊
かい
高齢者か初老期認知症の人を介護

している人

高齢者が端末発信機を携帯することで、所在不明になっ
た時、居場所が確認できる
▶自己負担額　月額231円（開始時負担2,100円）または
580円
※希望した業者により上記のいずれかの額になります。

住み替え家賃の
助成

市内に引き続き１年以上居住する65歳以上の一人暮らしの人また
は65歳以上の人を含む60歳以上で構成する世帯（世帯の生計中心
者の前年度分の市民税所得割が非課税の世帯）

民間賃貸住宅に住み、取り壊しにより民間賃貸住宅への
転居を求められた高齢者世帯に、転居後の家賃の一部を
₁年間助成
▶助成金額　転居後の住宅の月額家賃から転居前に居
住していた住宅の月額家賃を減じた額（月₁万円を限
度）　※立ち退き請求があった時点での相談が必要で
す。

要介護高齢者等
介護者慰労金

65歳以上で、介護保険で要介護₄・₅の人またはそれと相当の状
態と認められる人（介護保険施設などの入所者を除く）と同居し、
常時介護している人
※要介護高齢者等手当の支給を受けている人を除きます。

▶支給額　月額₁万円
▶支給時期　年₃回（₈・12・₄月）

要介護高齢者等
手当

65歳以上で、介護保険で要介護₄・₅の人またはそれと相当の状
態と認められる人（介護保険施設などの入所者を除く）で、世帯の
生計中心者（所得の最も多い方）が所得税非課税であること
※要介護高齢者等介護者慰労金の支給を受けている人を除きま
す。

▶支給額　月額₁万円
▶支給時期　年₃回（₈・12・₄月）

紙おむつ給付
65歳以上で、介護保険で要介護₄・₅の人またはそれと相当の状
態と認められる人（介護保険施設などの入所者を除く）で、世帯の
生計中心者が所得税非課税であること

市指定の薬局で、紙おむつと交換できる4,690円相当の
紙おむつ券を月₁枚給付

敬老祝金

平成25年度₈月31日現在、市内に引き続き1年以上居住する次の
年齢の人
75歳（昭和12年₉月₂日～昭和13年₉月₁日に生まれた人）
77歳（昭和10年₉月₂日～昭和11年₉月₁日に生まれた人）
88歳（大正13年₉月₂日～大正14年₉月₁日に生まれた人）
99歳（大正₂年₉月₂日～大正₃年₉月₁日以前に生まれた人）
100歳以上（大正₂年₉月₁日以前に生まれた人）

▶贈呈額
75歳／₅千円
77歳／₁万円
88歳／₂万円
99歳／₃万円
100歳以上／₅万円
※₉月中旬に民生委員が届けます。

敬老事業交付金 敬老の日の行事として敬老事業を実施する事務区など
▶交付額　₈月31日現在当該事務区などの区域内に住
所がある75歳以上の人数に一人当たり₂千円を乗じた
額

※サービスはいずれも市内に住所がある人が対象です。
※配食サービスは、₄月から利用者の希望に合ったサービスが提供できるよう、利用者が﹁あげお配食協力店﹂の中からお店
を選び、直接契約する形式に変わりました。詳しくは﹃広報あげお﹄₄月号か上尾市ホームページをご覧ください。

ご利用くだ
さい


